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A New Interactive Method to Nurture Leaders and 
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Abstract
This paper describes a study on human resource development in the global society. The author 
has previously proposed the Interactive Operational Control, IOC method to improve the teacher-
student relationship and their communication. In this paper, the author proposes a new interactive 
method to nurture leaders and construction of an R&D community for their academic activities 
termed- We called it a system and community method （C&C method）.
The C&C method consists of ﬁve steps: 1） motivate and to inspire students, 2） set a small 
goal （SG） for each student, 3） foster self-conﬁdence by setting further SG, and encourage a bigger 
goal, 4） the students must act on the goals on their own, and 5）create academic community for their 
activities.
There is a need to adjust the level of difﬁculty of the project according to academic ability and 
level of motivation of each student. To provide the learning and research community for students to 
make presentations of their output, and receiving evaluation from their mentor, peers and others is 
important. 
All the students of our laboratory had presented their research results in the Toin Biomedical 
Symposium a total of 13 times over 3.5 years, and all of them had presented their paper in the Japan 
Society of Ultrasound Medicine and the Japan Society of Acoustics, respectively. Seven of them had 
succeeded in presenting their paper in the International Conference. Furthermore, many of them had 
ﬁled the patent application. It has been proven that this C&C method leads to favorable educational 
and research outcomes. It encourages us that this method has worked in the lower level of college, 
the Toin University of Yokohama （TYU） in almost 10 years tenured. 
In conclusion, this new interactive （communication） design of the C&C method aids college 
students not only to gain their R&D outcomes, and successfully ﬁnd jobs, but also to become leaders 
of the global society.
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1.　はじめに
本研究は、グローバル社会における大学教育や人材教育に関する研究である。グローバル人材や
リーダーを育てる新しい対話法とその学習や研究のコミュニティーの構築の理論とその実践を踏まえ
て検討する。
文部科学省はフリーターなど非正規雇用に結びつきがちになる「大学中退」について、今年度から
全ての国公私立大を対象に実態調査する方針を決めた。大学の中退者は少なくとも年間６万人以上と
みられ、非正規雇用増加の要因になっているなど社会的損失が大きい。同省は全国調査へとその防止
策検討すると報道されている。（毎日新聞2014a）その大学中退の７割は「１年生でつまずき」と推
察されている。中退には「授業についていけない」という学力不足が要因のケースも多いため、入
学前教育や１年生の時にリメディアル教育（中学・高校レベルの学び直し）を実施する大学も増加。
日本リメディアル教育学会の11年調査では全大学の７割超が実施している。背景には、大学を選ば
なければ入れる「全入時代」になったことがあるとも指摘されている。目的が不明確だったり不本
意入学したりするなど学生の意識の問題も大きい。（毎日新聞2014b）確たる目的意識を持たずに進
学し、漫然と学生生活を送った結果、卒業後も就労意欲が希薄で、プロ意識の低い若者が増加してい
るが、責任を彼らだけに科すわけにはいかない。大学教育の不備も深く関わっているのではなかろう
か。
一方、大学教員は約２割の優等生しか相手にしていない。残りの８割の平凡な学生は、講義に興味
がわかず、やる気もでず、ニートやフリーターの予備軍となるという悪循環を生んでいる。つまり、
学生にやる気がないのは「やる気のない教師たち」の責任であり、感動なき現代の教育に原因がある
とはいえないであろうか。学生にやる気をよみがえらせる「感動のある教育」が必要とされてはいな
いか。（スタント2004a、Soetanto 2004b）
少子化時代が叫ばれ、社会的、経済的環境も大きく変化している中で、大学教育においてもそのあ
り方の見直しが迫られている。多くの大学において、従来のエリート教育が通用しなくなり、ユニ
バーサル時代の教育へと変革が迫られている。また、社会的にも経済的にも余裕がなくなり、多くの
企業は新入社員に即戦力を期待するようになってきた。しかし、大学はいまだにレジャーランド化か
ら脱却しきれず大学教育のあるべき方向が明示できずにいる。このため、多くの企業は内定学生に入
社前から、企業人として内定してからのインターンの教育あるいは入社後に必要となる専門教育を施
そうとしているようである。このため、企業は、在学中から大学教育を無視するような傾向が目立っ
ている。我々は大学の教員として、大学の存在価値を再構築し、このグローバル社会に対処できる教
育方法や人材育成法を確立する必要に迫られている。
このような状況の中で、筆者がこの側面に焦点を当てたい。著者は日本では1993年から現在に至
り、前半は学生の偏差値けっして高くない当時新與桐蔭横浜大学（TYU）、そして後半は、私学では
偏差値がトップの早稲田大学において、それぞれ10年間の教育実践をしてきた（Soetanto 1997a and 
Soetanto 1997b）。ここでは紙面の関係で、今回は前半の1993年から2002年までのTYU大学での教員
と学生のリーダーを育てる新しい対話法および学習・研究コミュニティーの構築による人材育成のプ
ロセス、学生の意識変化による“能動学習者” から専門学会への論文発表会、そして「世界超音波会
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議」国際学会に論文発表至るまでのプロセスおよびその教育効果を中心に紹介したい。
2.　教育方法：システムとコミュニティー（Ｃ＆Ｃ）
筆者は、日本では1993年から21年間、桐蔭横浜大学と早稲田大学にそれぞれ約10年ずつ教育と研
究を実施している。大学教育現場で実践した臨床的教育法を視野に置くモチベーション教育論、IOC
（Interactive Operational Control）教育法について述べている。その方法によって、学習者の意識の変
化などを吟味し、学習者のモチベーション、「動機付け」のレベルを上げることを成功した。（スタン
ト2014）
本教育Ｃ＆Ｃ法は、以下の５つのステップによって構成されている。教員である筆者と学生たちの
間にリーダーを育てる新しい対話法を築くために、（1）学生が勉強に対する十分な動機付けを行うこ
とからスタートし、（2）スモールゴール（SG）を示し、これをクリアさせることで成功体験を味あ
わせて、（3）次に、思い切って大きな課題に挑戦させ、これをクリアすることで自分自身に自信を持
たせる工夫をしている。最終目標を達成することが困難なようであれば学生の特性を見直したり、目
標レベルを調整することで、目標が達成できるようになるまで何度でも指導を繰り返す。（4）そし
て、学生が教育目標を達成するためには、学生自身の労力と行動力が絶対必要とする。（5）学習環境
の整備が大切であると考え、筆者を含めて先輩、学友、後輩、それにTYU大学内外の教員の研究室
の学生を通じての学習・研究コミュニティーを構築し、相互の助け合いを確立し、お互いに頑張りき
れる環境を準備する。
このように学生の状況に応じてダイナミックにレベル合わせや内容調整を行い、学生が頑張り通せ
るコミュニティーを準備するところに特徴がある。以上のように５つのステップがあり、そしてシス
テム・プラス・コミュニティ（Ｃ＆Ｃ）の考え方として機能させることにより大きな教育効果をもた
らすことが可能であると考え、これは、本Ｃ＆Ｃ教育法の大きな特徴である。
２．１　リーダーを育てる新対話法の実践
ここでは、桐蔭横浜大学における筆者の教育の実例とその成果について紹介する。これらの実例を
分析することによって、筆者の考えている変革の時代に適合する大衆化した大学における大学教育の
方法論を展開し、その結果とともに有効であることを確認していきたい。
図１は、桐蔭横浜大学における筆者の教育の流れをフローチャートで示したものである。学生が学
年次をおって履修すべき教科の内容とカリキュラムの構造が示されている。具体的に説明するため
に、筆者の担当する科目を例にとる。まず、１年次には「科学と技術」を、２年次には「ディジタル
回路」を、３年次には「セミナー」を履修し、そして４年次以降は卒業論文、修士論文、博士論文の
ための研究を行う。これらの研究を進める上でのペースメーカとなるべき存在が「桐蔭医用工学研究
会」である。いきなり卒業論文、修士論文、博士論文と大きな目標に向かっていくのは研究ペースの
維持だけを考えても大変な課題である。しかし、一定期間毎に行う「桐蔭医用工学研究会」に発表す
るために頑張れば、これを継続することにより先ほどの大きな目標（ゴール）も自然と達成できる。
このように大きなゴール （最終目標）を達成するための準備段階として設定した個別の小さな目標を
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Fig. 1　本教育法および研究活動の流れ
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SGと言う。このSGの達成を繰り返すことで、達成感、充実感を体験させて、長丁場の研究に対す
る気力を維持するのである。「桐蔭医用工学研究会」はまさにSGとなっている。この「桐蔭医用工
学研究会」は、すぐ後で詳しく述べるが、当研究室からはじまり現在は学内だけではなく学会も巻き
込んで発展してきた医用工学関連のテーマを扱った研究会である。これらの機会を通じて学生を絶え
ず刺激し動機付けしながら、卒業時には一流と言われる大学も含めて他の何処の大学の卒業生と比較
しても引けを取らない実力と気力を身に付けて実社会に出ていくように指導する。以下に各ステップ
における実例を詳細に紹介する。
２．２　ディジタル回路のテキストとその授業
筆者は1988年から1993年まで、それまで勤務してきた米国のDrexel大学およびThomas Jefferson医科
大学を辞して桐蔭横浜大学（TYU）に着任した。
桐蔭横浜大学に着任した筆者が担当することになった科目は、電子工学の中心的な科目のひとつで
ある「ディジタル回路」だった。本学では、筆者の着任する以前は「ディジタル回路」、「アナログ回
グローバル社会における大学教育および人材育成の研究
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路」などの科目は難しくてわけがわからないと学生から嫌われて不人気な科目であった。筆者の所属
する制御システム工学科は、メカトロニクス、電子制御、情報制御などを核とする学科であり、本来
「ディジタル回路」、「アナログ回路」等は重要な花形の科目のはずだが、約100人の履修した学生の多
くが途中で脱落し最後まで講義に出席した学生は数名、最終試験に合格した学生はたった１～２名と
いった状態であった。そこで、普通の教え方では通用しないのではと考え、テキストの選定にあたって
は国内だけでなく米国の参考書も含めて多数買い集めたが、納得のいくものは見つからなかったので、
これらの参考書を基に自分なりのテキストを作成した。（スタント2006、2010、2014）
２.２.１　IOCおよび教室ルール
授業にあたっては、「10分以上の遅刻者の入室は許可しない」、「私語の厳禁」、「70％以上の出席が
ないと成績の評価をしない」、「前から10列目より後ろの着席者には単位を与えない」等の厳しい「挑
戦状」を学生に突きつけて、その上、英語のテキストを使用してスタートした。おまけに毎回授業の
後半では演習を行った。しかし、その反面、授業に際しては、ディジタル回路がどのような分野でど
のように利用されているか等を、筆者の人生経験談等とともに話すことで学生の興味を引きつけるよ
うに努めた。その結果、他の授業ではこれまでやる気がなく、遅刻、欠席を繰り返し、出席して私語
や居眠りばかりだった学生も含めて、この科目を履修した90％以上の学生が合格し、「自分もやれば
できるのだ」と自信が持てたと、人気の科目に成長した。（スタント2006、2010、2014）
その結果、この授業ではどの学生の目も生き生きとして、試験でも優等生並みの高得点をあげ、最
終の定期試験の平均点は86点となった。筆者のディジタル回路の授業は今年で４年目であるが、年を
重ねる毎に合格する学生の数も平均点も上昇しており、今年はとうとう「授業内容がやさしいから、
もっと歯ごたえのある課題を出して下さい」と挑戦的な感想を述べる学生まで現れた。筆者は、決し
て本学の学生のために極端にやさしい問題だけを扱っているつもりはなかった。彼を満足させる問題
を作るのは可能だったが、他の学生の自信を無くしてしまう事をおそれて迷った。そこで、彼のため
に、かなり高度なボーナス問題を準備することで彼の満足度と他の学生の満足度のバランスを取るこ
とにした。ディジタル回路の授業では、筆者と学生の挑戦、そして学生間の良き競争関係を作り出す
ことよって教室という空間の緊張感を醸成してきた。具体的には、（1）教材の選定、（2）授業運営管
理の工夫、（3）評価方法の工夫、（4）授業方法の工夫、（5）学生とのコミュニケーションの確立を心
掛けることで教室を積極的に勉強する雰囲気を作り上げていたのである。また、IOC教育法はここ
では、紙面の関係で省略する。（スタント2003、2006、2010、2014）
２．３　３年生のセミナー
また、卒論着手直前の３年生を対象にした制御システムセミナーと言う名称のセミナーでは、筆者
の専門分野である医用超音波の英語文献を題材にしている。この制御システムセミナーでは、卒論着
手までに必要となる卒論の研究に密接に関係した基礎的事項の学習、基礎知識の習得をねらってい
る。筆者は、英語の苦手な学生に卒論の研究で必ず必要となる英語論文に対する抵抗感を小さくする
とともに、これまでより１段高いステップを上がることができたのだと実感させることで、これまで
持つことのできなかった自分自身に対する自信の回復をねらったのである。これまでは、英語は大の
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苦手と言った学生諸君であるが、筆者は彼等に英語のテキストを読んで、その内容を直訳するのでは
なく、自分の言葉で教室の人達に説明することを求めた。本学の８割以上の学生は英語が大嫌いだっ
た。はじめは英文を読むことすらたどたどしくて内容の説明どころではなかったり、人の前で話す
こと自体がこわいと言う人がほとんどであった。しかし、このセミナーを何回か繰り返していくう
ちに、この課題に食らいついてくる人が増え、「あいつがあそこまでやるなら、僕だってやってやろ
うじゃないか」と言った良い競争意識が芽生え出した。筆者は、この競争意識が重要なのだと考え
る。競争意識が芽生えると、今まで滅多に勉強をしたことのない学生でも自ら予習をしてくるように
なる。そして、この説明をこなすことができたばかりではなく、最後には英語で質問ができるように
なった人まで出てきた。きつい授業だったが終わった後に「自分でもやればできるんだ」と言った充
実感を感じることができたと言った感想を、多くの受講学生の皆さんから聞くことができた。
２．４　Ｒ＆Ｄ研究指導
次に、卒論や修論の指導の経過について紹介する。一般に、理工系の大学では、単位の取得だけで
卒業することは不可能である。所定の単位を取得した上で研究室に所属して自ら研究の世界に飛び込
み、自分なりの独創性により研究成果を出したという満足感と自信をつけて卒業していくことが必要
となる。しかし、この様なことは言葉で言うのは簡単であるが、実は険しい道なのである。理工系の
大学とは言え、一流と称される大学も含めてほとんどの大学の研究室で、教授達は如何に学生を研究
に没頭させるかに頭と心を痛めているのが実情である。
そこで、これまで成功体験の少なかった学生諸君に、研究を通して達成感とそれを通しての自分へ
の自信をつけさせるように工夫した。まず４月の年度始めに、当研究室では配属される学生が４年生
になると直ちに、研究テーマに直結したその分野の英語論文を学生に渡す。当時研究室の所属する学
生の構成は、当年度の場合博士後期課程１名、修士課程２年が３名、修士課程１年が２名、学部の４
年生が４名、研究生（修士課程修了）が１名の合計11名である。学生一人ひとり、担当する論文は異
なる。一つの論文を多くの学生に分担させて、訳し分けるのではない。担当の学生は、自分の読んだ
論文の概要を研究室内の他のメンバーの前で自分自身の言葉で約１時間半の時間をかけて説明し、10
数人の研究室メンバーと約１時間のディスカッションを行う。この際、各メンバーにも最低１人一つ
の質問をすることを義務づける。説明にあたっては、A４サイズで２枚程度の資料を準備する必要が
ある。まさに、担当学生がその場面の主役となり、講師を演ずるわけである。
また、研究室で最も重要なのが「研究テーマ」の選定である。当研究室では、テーマの選定に際し
ては、まずこれまで行ってきた当研究室の研究テーマの紹介を行う。このテーマの紹介を参考にして
学生から希望テーマのアンケートを取る。この時点までに、学生は既に研究室主催の研究発表会にも
参加しているので、そのテーマがおおよそどのような内容なのかは知ることができるようになってい
る。そして、学生の希望に最大の優先順位を与えながらも、学生の特性（学力、器用さ、根気、発想
力等など）や進路を考え合わせて決定する。学生の希望を最も重視するのは、学生のやる気を引き出
す上では重要なことである。やりたくないテーマを無理にやらせても良い結果を期待するのは難しい。
しかし、学生の希望だけでテーマを設定するのも危険である。学生の全てが自分自身の特性、能力を
きちんと把握できているとは限らない。むしろ、きちんと自分自身を把握している学生は稀であると思
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1997．２．１　　　第９回　　11件（合計15　川島研２、大幅研１、関根研１）　
1997．10．17　　　第10回　　11件（合計15　川島・辻研２、林・林原研２）　
1997．11．13　　　第11回　　11件（合計16　川島・辻研４、長谷川・箱木１）　
1997．12．13　　　第12回　　11件（合計15　林１、辻１、吉村１、林原１）　
1998．２．14　　　第13回　　11件（合計17　林１、川島４、辻１、吉村１）
　13回まで全体の発表件数146件であり、内スタント研は総計122件、その他の研究室24件。
Fig. 2　1995年から1998年までの桐蔭医用工学研究会の開催
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う。そこで、我々が学生の特性をきちんと考慮してテーマの設定をしてあげる必要があるのである。ま
た、最初に設定したテーマが必ずしも最適であるとは限らない。そこで、研究の進捗の具合などを見
極めて必要に応じてテーマの見直しも行っている。
２.４.１　桐蔭医用工学研究会（Toin Biomedical Symposium）
学生が最大限の成果を出せるように絶えず工夫をし続けているつもりである。
さらに、図２のように、後期になると約１～２ヶ月に１度のペースで、「桐蔭医用工学研究会」と
言う研究発表会を行う。この発表会は本格的なAVシステムを装備した学内で最も大きな階段教室を
使用して、外部の学会と同じ雰囲気を作ることにしている。基本的には A４ 用紙２枚で本当の学会
と同様の予稿原稿を準備させ、これまでの研究成果を決められた時間内に発表し、お互いに質問し合
う形式である。発表内容には常に最新のデータを盛り込むことが要求され、発表に際しては、原稿を
読むのではなく、聴衆の方を見ながら自分の言葉で説明することを求めてきた。
発表会では毎回、前回とは違った新しいデータが含まれるように指導している。この時に各自が準
備する予稿も本格的な学会でも通用するような内容に仕上げる。当然、４年生のはじめの内はかなり
苦労する。学生の書いた原稿は「学生だから仕方がない」と考えるのではなく、プロとしても通用す
るように徹底的に書き直しを要求する。学生は、何回も書き直すことになる。そこで、原稿の準備と
提出、発表練習といった時間の管理のこの修正に要する時間を考慮して、早めに設定する。研究室で
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の生活を１年以上を経験した修士課程の１年生になると、自分でかなりのレベルまで原稿をまとめら
れるようになり、さらに学部４年生の原稿作成の指導も引き受けてくれるまでに成長する。図２に示
すように、1995年10月から1998年２月まで13回の「桐蔭医用工学研究会」を実施してきた。学生によ
る全体の発表論文件の総数146件であり、内スタント研の計は122件、他の教員の研究室の計は24件で
ある。
２.４.２　専門学会への発表
これらの成果として、平成９年の１月の超音波医学会・関東甲信越大会での７件の発表を皮切り
に、日本音響学会や日本超音波医学会などで研究室の学生のほとんど全員（10～12名）が発表できる
ようになった。
学会発表では、その分野のトップクラスの研究者の方々の評価や質問に耐えられるだけのオリジナ
リティのあるデータ、このデータの意味を十分に伝えられる予稿を作成するだけの論理的な文章表現
力、そして何よりも多くの研究者の方々の前で壇上に上がってそれらのデータの意味を伝え、質問に
答えられるだけの内容の本質的理解が求められるわけであるから、これを研究室の大部分の学生にさ
せるようにするのは並大抵の事ではない。そこで、発表までの間に練習を徹底的に繰り返すのであ
る。練習の時には、発表者以外の研究室メンバーは必ず一人一問の質問をするように義務づける。本
番より厳しい状況を練習の時に作ってしまうように心掛ける。最終練習は会場の設定も含めて本番さ
ながらの状況を作って行うようにする。他の一流と言われる大学でも、通常は一つの研究室からは
２～３件の発表が限度であろう。したがって、当年度の春に同志社大学（京都）で行われた日本音響
学会での発表などの後で、一大センセーションを巻き起した。一つの研究室としては最多の発表件数
をほこり、内容的にもレベルの高い発表と評価されている。
さらに、当年度の８月には、パシフィコ横浜で開催された「世界超音波会議」と言う国際会議で７
件の研究発表を英語で行うことができた。
これらの経験は、彼等学生諸君にとっても滅多に得ることのできない貴重な体験であり、今後の大
きな自信につながるものと信じている。
3．人材育成法に関する分析
３．１　分析の背景
筆者が、桐蔭横浜大学における学部生や院生及び博士後期課程学生の本方法による人材育成のいい
結果を出すことができたが、この成果については自分でもはじめは、「これはどういうことか、どう
してこんな結果が出たのか」と驚いていた次第である。前述のように、もともとは教育学など勉強を
したこともなく、超音波工学や医用医学が専門だった。しかし何故、このような成果を収めることが
できたのか、筆者の熱意、性格、経験等の個人的な要因を除いて、客観的に分析してみることにし
た。そのために、100冊くらいの教育関係の本を買って読んでみたが、大学教育については抽象的な
ものばかりで「これといったもの」「こうやれば良い」というものはなかった。大学システムの不備
の指摘ばかりで具体的な代案がないのである。そこで、筆者のこれまでの事例を一般化することは非
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常に意義深いのではないかという考えをさらに強くした。先ほどの本には実践的なものがほとんどな
かった。そこで、まずはこれまでやってきたことをもとに実証したり、先輩教授らと相談しながらは
じめることにした。
筆者は、たった１回の授業でも、３回の授業でも、それなりに IOC教育法による「双方性のある
講義」を努力することによって周囲を驚かせるような成果目標をあげてきた。しかし、これを筆者の
熱意やエネルギーだけでかたずけたくはない。なぜなら、教育にも情熱を注いでいるのは確かだが、
筆者の興味はそれ以外にも研究、社会、経済、国際問題等と広範囲に及んでいる。したがって、教育
はあくまでも筆者の興味ある数多くの分野のひとつであり、これが全てと言うわけではないからであ
る。逆にそれだからこそ、誰にでも受け入れられるような教育に関する方法論も引き出せるのではな
いかと考えている。
これまでに調査した文献等に見られる興味深い教育方法に関する記述をまとめると以下のようにな
る。例えば、米国UCバークレー校でやっている方法は（Davis,B. G., Wood, L. Wilson, R. 1983）、きめ
細かいフィードバックに基づく方法である。具体的に言うと、授業開始直後の15分程度の間を「疑問
点を何でも学生が聞ける時間」として設けて、授業を活性化する方法である。また、富山大学では、
作文教育を徹底して自己表現の訓練をすることにより成果を挙げているようである（大学セミナ・ハ
ウス1995）。同様の方法は、國学院大学里見実先生でも行われている（里見1994、1995）。学生にレ
ポートを書かせ、フィードバックとして利用することにより学生を引きつけることに成功していると
の事である。
３．２　３行感想文
これらの大学または、先生方の教育方法と比較してみることにした。
筆者のやり方でも感想文を書かせて自己分析させると言うような手法を取っている。ただ筆者のや
り方は、これまで全く成績の振るわなかった人も含めて全員を相手に考えるところに特徴があると
思っている。
そのためには、全ての人が、自分なりの目的意識を持てるようにすることが大切だと考えている。
つまり、明確な目標設定をして、やる気を出させるのである。そのためには、現実の社会を意識させ
ることにより、やらなければならない状況に追い込んでしまう必要もある。これを筆者は、学生を
「状況に埋め込まれる認知」と言っている（図３）。動機付けのためにやらなければならない状況に追
い込み、どうしてもやらなければならないのだと言うことを自ら認識させることである。このような
段階を経て目的意識を持たせた後は、明確なゴールを示めす。それも遠大な最終的ゴールだけではな
く、短期間に達成感が実感できるように、段階をおって スモールゴール（SG） を設定してあげるこ
とである。また、これらのゴールにたどり着けるようにメンバーが支え合い、刺激し合うコミュニ
ティーが必要になる。次にこれらについて項目を分けて述べさせていただく。
３．３　スモールゴール（SG）
筆者のやり方は、これまで全く成績の振るわなかった人も含めて全員を相手に考えるところに特徴
があると思っている。
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そのためには、全ての人が、自分なりの目的意識を持てるようにすることが大切だと考えている。
つまり、明確な目標設定です。それも遠大な最終的ゴールだけではなく、短期間に達成感が実感でき
るように、段階をおって SG を設定してあげることである。
「ディジタル回路」の講義で言えば、毎回の授業の終わりに行っている演習がこれにあたる。これ
は、学生に、目標設定、競争意識を目覚めさせ、短期間で達成感を味あわせてあげるのに大いに有効
であったと考えている。
研究室における活動で言えば「桐蔭医用工学研究会」である（図２）。卒業論文、修士論文の作成
は、１年あるいは２年がかりの長丁場の創造的作業である。特に、ほとんどの４年生にとってはこの
ようなことは初めての経験である。最後には、卒論発表会も控えている。「人前で話すことなど考え
たこともない」と言った人がほとんどのはずである。しかし、当研究室は「桐蔭医用工学研究会」を
主催し、毎月のように自分の研究成果を発表し、学生同士あるいは参加して下さった先生方との討論
を通して場慣れできる。発表会場も、本番の卒論や修論の発表会場と同等あるいはそれより立派な会
場なので、「桐蔭医用工学研究会」に比べれば本番は楽なものと言った状態に持ち込めるわけである。
月に１～２回の研究発表会のペースは確かにきついと思うが、愚痴をこぼしながらもほとんどの学
生がこれをこなしている。決して当研究室が特別に優等生だけを集めたと言うわけではない。しか
し、愚痴をこぼしながらも大きな仕事を達成できたと言う自負で顔に自信が満ちあふれてくるのがわ
かる。我々にとってはSGのつもりですが、学生諸君にとっては大きなSGに違いない。研究データ
の信頼性についても、毎月の発表と討論によって揉まれているので、卒論提出間際のギリギリで出し
たデータとは比べものにならない。
桐蔭医用工学研究会には、発表こそしないが次年度から当研究室のメンバーになる予定の３年生も
参加する。３年生にとっては、それこそ「桐蔭医用工学研究会」そのものが本当に大きなゴールなの
である。ほとんどの人が研究会参加後に提出する感想文で「来年、自分が先輩と同じように研究発表
できるかどうか不安である」と言ったことを書いてくる。
これに対するSGが前述の３年次に行われているセミナーと考えても良い。卒業研究や修論のため
の研究を進めるには、必ず関連する外国の文献を読むことが必要になってくる。したがって、３年の
セミナーで行っている「超音波医学に関する文献を読んで自分の言葉で説明する」と言う課題が重要
な意味を持ってくる。前述のように、配属当初の多くの学生は英語が大嫌いだし、人前でまとまった
話をすることなどほとんどなかったのが実情であった。はじめは、順番が来ても緊張で、英文を読む
のもたどたどしく、自分の言葉で内容を説明するなどとんでもないと言っていた人達も、回を重ねる
につれて英文に対する抵抗感も小さくなり始め、自分でも「やればできるのだ」と言う自信が出てく
る。最後には、報告を担当した学生と英語で質疑応答をする学生も出てきた。「英語そのものはまだ
決して流暢と言うにはほど遠いものですが、自分もやればこの程度はできるのだという自信を持たせ
ることが重要なのだと考えている。毎回のセミナーの終了後には、学生諸君に感想文を書いてもらっ
ている」。これは、これまでの自分自身の成長や心の変化を客観的自己分析できるようにし、筆者自
身もこの感想文を通じて学生諸君から フィードバックを受けることを狙ったものである。この感想
文の中からこの間の学生の「心の変化」が読みとれる。毎回の学友達の発表と受け答えが、自分自身
の中の競争心を煽り、それを核として「あいつがあそこまでできるなら、俺だって」と言う具合にや
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る気が出て、自然と自分なりのSGを設定できるようになる学生も多くなっている。
このように成果の見えやすいSGを設定し、これを達成することで達成感、満足感を感じられるよ
うにFollow upし、さらに雑談を通じて刺激を与えるように努めた結果、学生のこれまでの「悪循環」
を「良い循環」に変えることができ、このような成果を収めることができたものと考えている。
３．４　コミュニティーと成功体験
しかし、ディジタル回路の講義とは異なり、卒業研究、修論の研究と言った長丁場の場合には、
我々教員だけでSGを達成させるのは不可能と言っても良いであろう。そこで、これを実現させるた
めに必要となるのが学習・研究コミュニティー である。
桐蔭横浜大学に入学する学生の多くは、正直言って、これまで受験で思うように実力を発揮できず
残念ながら失敗し、滑り止めとして受験したこの大学に入ってきたと言う人が多いのが実情である。
この人達は、自分が何処まで頑張れるのかその限界がわからない、または頑張り方が分からない人達
のように思える。だから筆者は、きっかけさえ掴んでしまえば、この人達にもやる気を出させること
ができるはずだと常々考えていた。したがって、彼等に成功体験をさせることを目標にした。この成
功体験を繰り返すことによって自分に対する独自性が確立できるはずである。しかし、そのために
は、システムだけでは不十分で、コミュニティーが不可欠である。ここで言うコミュニティーとは、
ライバルであり助け合う仲間、先輩、後輩がいるコミュニティーである。このコミュニティーには学
生に自覚をさせ、刺激を与え合うフィードバックがあり、「自分がそのコミュニティーに参加してい
るのだ」と言う実感を持たせることが重要である。このコミュニティーを通じて、学生は自分自身を
向上させ、かつての悪循環が戻らないようにするのである。そしてコミュニティーの相互作用（助け
合いや競争など）により自分を向上させることができるのである。
３.４.１　先輩の成功体験談
コミュニティーに参加することにより、すでに実社会で活躍している先輩を通じて、自分の将来像
が見えるようになる。
嬉しいことに、最近良く、当研究室の卒業生が就職先で活躍していると言う報告が入るようになっ
てきた。最近、通信機の会社に勤務している林君が上司の部長さんと一緒に研究室にやってきた。彼
は、当研究室に在籍中は筆者の指導方法がハードすぎると最も反発していた学生の一人であったが、
今は多少仕事が難しかったり、ハードでも「これくらいはスタント研究室で体験済みで大したことは
ない」と、仲間をリードして活躍している。既に前述したように、その活躍が認められて入社後まだ
１年にも満たないのに、３人の部下をつけられたそうだ。「今では、スタント先生の指導に感謝して
います」と言っている。また、半導体メーカーに勤務している本間君も、自分から問題点を見つけ出
し、その解決をしていく積極姿勢から、勤務地の工場だけではなく、会社中から注目を集めていると
の報告である。我々にとっては、このような報告を聞くのは嬉しい限りで、まさに教師冥利につきる
というものである。このような報告は、筆者達の100回の小言よりも実感を持って在学生に伝わるも
のである。前年まで、先輩としてまたは同期の友人として一緒に研究室で過ごした彼等からの生の話
は実感がある。これが、筆者の言うコミュニティーです。彼等卒業生を通して将来の自分の姿をイ
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メージでき、再び頑張る活力がよみがえる。刺激も受ける。
これまで述べてきた筆者の教育法をまとめたものが、図３および図４である。図３では筆者の教育
システムとそれを支えるコミュニティーの関係を図示した。まず、研究にしても、論文の解釈にして
も学生にとっての大きな課題を示し、社会情勢やこれを克服した後の学生自身の将来像を意識させる
ことで自らやらねばならいあるいはやりたくなるような状況を作る。このような動機付けを「状況に
埋め込まれた認知」と称している。この段階が最も大切である。学生が目標あるいは目的意識を持つ
ことができたらいよいよ始まりである。
学生が目標を見失わないようにSGを設定してこれをうまくクリアする様に フォローアップしてあ
げて成功体験を味わわせてあげる。これを何回か繰り返すことによって学生に自分に対する自信を持
たせてあげる。これによって卒論なり修論なり学会発表にしろ彼等のより大きな目標を達成できるよ
うにフォローアップするわけです。これにはシステムだけあってもだめだし、我々教員だけの力でも
限界がある。そこで重要になるのがコミュニティーということになる。また、状況に埋め込まれた動
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機付けは、このフローの各段階において必要になる。それも一方的な動機付けではなく、双方向のコ
ミュニケーションが必要。まさしく Interactionです。動機付けをして、その効果、学生からのレスポ
ンスを見て、更に動機付けを行うわけである。このプロセスが緻密なほど成果は大きくなる。しか
し、ここまでやるとなると気が遠くなるような絶望感を感じる方も多いかと思う。しかし、これは皆
様の状況、環境に応じた形で行えばよいと思う。何もいつもパーフェクトをねらう必要はない。可能
な範囲で頑張れば、それでもそれなりの効果が期待できるはずである。従来の大学のエリート教育で
は、図中の矢印の範囲のように、目標設定だけをして後は学生の能力だけにまかせる状況だったので
あろう。企業などでは（特に日本の企業では）一度入社させた社員を簡単に解雇することは困難だっ
たので、なるべくどの社員も効率的に使う必要がある。そのため、自分で目標設定のできない社員に
は、上司がSmall goalを設定して達成感を味あわせると言った工夫をして部下を育てながら収益を確
保する。しかし、企業は利益追求団体ですから、はじめからやる気のない人に動機付けをすることは
できない。他部門へ移動させるか、ひどい場合には解雇することになるであろう。ここで紹介する筆
者の方法では、この「状況に埋め込んで」動機付けをするところから始まるのが特徴である。
我々がSGを設定し、follow upをすることによって、目標達成の喜びと達成感を味あわせると言っ
たシステムを準備したつもりでも、多分それだけで円滑にシステムを動かすのは難しいと思う。この
システムを円滑に動かし続けるのに、重要な役割を演ずるのがコミュニティーの存在ということにな
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る。　ただし、このコミュニティーを通じた follow upは一方通行であってはいけない。我々教員も、
コミュニティーの一員として感度良く学生からの フィードバック 情報を受信できるようにしておく
必要がある。これによって、我々も学生諸君とともに成長していくことができるものと考えている。
また、図 .４はこのシステムの運用方法の流れを示したものである。まず学生の状況、社会の状況
等を総合的に判断して目標レベルを設定する。そしてここで述べているシステムとコミュニティーを
活用することにより学生を育てながら目標達成のために頑張ります。学生の様子を見ながら目標レベ
ルを絶えず見直し、レベルの再設定を行う。学生の心のフォローアップも含めて、目標達成の努力を
させるのである。そして、目標達成の実感を味あわせることによって学生を育てていく。
学生は、これら一連のシステムおよびコミュニティーを通じて自分の決意を固め、計画力、行動力
を養って行くのである。その度合いに応じて、目標の達成度や達成までの時間は変わってくるであろ
う。しかし、当研究室の学生諸君は、このコミュニティーの一員として、確実に成長していると実感
できる。現在、研究室のコミュニティーの一員として自己研鑽に励んでいる在学生諸君も、文中に紹
介させていただいた卒業生同様に将来社会で大いなる活躍をして称賛を受けるものと信じている。
最後に、今回述べさせていただいた教育に関する方法論は、決して自画自賛するのが目的でもな
く、筆者だけができる特殊な手法でもない。また、パーフェクトを狙ったものでもない。勿論、熱意
と投入するエネルギーに応じて得られる成果のレベルは変わると思うが、教育を志す方なら誰でもで
きるはずと考えられる部分を方法論としてまとめさせていただいたものである。これが、自分に自信
を取り戻し、目的意識を持った元気な若者を社会に送り出すきっかけとなれば幸いである。
４.　結果及び考察
ここでは、今回述べさせていただいた筆者流の教育方法が決して特殊で筆者以外は実行不可能と言
うような方法ではないことを示すとともに、学生の単なる成績だけでなく、礼儀や生活態度まで自然
に改善されてきている事を示すために、この教育法による良い効果について触れさせていただく。
４．１　他教員の評価
筆者の教育方法が評価をいただきはじめた頃、TYU工学部工学科内の先生方からも「スタント研
の学生は他の研究室の学生とどこか違う」とか「彼は随分頑張っているように見えると思ったらやは
りスタント研の学生でしたか。」等と言われ出した。また、工場の教員からも「スタント研の学生は、
作業が終わると、言われなくても工場の掃除をして、きちんと挨拶をして帰っていく。このような学
生の姿は私が桐蔭に来て以来はじめてみました」等と褒められる。そのうちに、これらの先生方の授
業の仕方自体が丁寧になってきたようである。「スタント先生以外にも、学生の目線に合わせて丁寧
に説明してくれる先生が増えてきた」と言う学生が出てきた。また、先生方の中には、学生のやる気
を引き出すために、教えようとしている授業の延長線上にある応用技術や応用製品の説明を詳しくし
たり、授業中に製品の実物を回覧して学生諸君の興味をもたせる方が増えてきたようである。これら
の教員からは、「スタント先生の考え方に賛同します。スタント先生のやり方と学生たちの反応、そ
の他の成果を見て、学生を信じる気になりました。私も学生を信じて教育をしてみる気になりまし
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た」と言った話を聞く機会が増えてきた。同時に学生からも、これらの先生達が「分からないところ
を丁寧に教えてくれてうれしかった。真剣に自分の話を聞いてくれて嬉しかった。」と言った話も聞
け、教員と学生の間に確実に良い循環が生まれつつあるように思える。
４．２　ご父母の評価
研究室の学生のお父さん方からも「息子が大学の研究で遅くなって、直接顔を合わせる時間は少な
くなったが、研究に打ち込むようになってから、生活態度が良くなり、礼儀正しくなってきたように
思えます。高校までは諦めていたのに大学の研究室でこのように変わるなんて信じられない」、「研究
の話を稀に一緒に酒を飲む機会ができ、顔を合わせる時間は少なくなったけれども、かえってコミュ
ニケーションは良くなりました」と言ったお話もいただくようになった。
４．３　専門学会の評価
また、日本音響学会等では、我々の研究室の学生の研究発表に刺激されて最近では東京工大、東北
大、東京農工大、東京理科大、明治大、武蔵工大などの多くの大学の先生方が積極的に学生の発表を
させるようになり、学会が活性化されたという事である。筆者は最初は「件数は多くても内容がなけ
れば仕方がない」と言った批判を受けることを非常に恐れていた。筆者自身では勿論その様な批判を
受けることがないように、内容の信頼性、オリジナリティについても外部の方に十分納得していただ
けるように注意したつもりである。その甲斐あって、他大学の多くの先生からも、発表内容の学術的
レベル、学生の発表態度等ほとんど全ての点において、支持されたことになる。さらに、これらに先
生方の多くも、筆者の研究室にならってたくさんの研究発表をされるようになった。これはこれらの
先生方が筆者のやり方を支持して下さっている何よりの証拠であり、学会にまで波及効果が及んだも
のと喜んでいる。
４．４　企業からの評価
さらに、前述のように当研究室を巣立った学生諸君が実社会で活躍しはじめている。最近は、社会
的経済的環境が厳しくなってきたので企業も即戦力を期待しているようだ。また、企業側が大学の
教育の成果を期待しなくなってきたこともあるのだろうか、内定学生に大学在学中から職業教育あ
るいは仕事のために必要な教育を施すために召集をかけるケースが目立ってきた。しかし、当研究
室では、企業のこれらの要請を無条件に全て受け入れているわけではない。当研究室では、毎週定
例のミーティングをはじめ、毎月１回のペースで行う桐蔭医用工学研究会など学生の育成・教育の
メニューがあり、一般に言われているレジャー大学のような雰囲気は全くない。したがって、学生
は、大学のスケジュールと企業の研修のどちらを優先するかの二者択一を迫られることになる。筆者
は、このような場合、基本的に「まだ桐蔭横浜大学の学生なのだから大学のスケジュールを優先させ
て下さい。会社には、事情を話せばきっと理解してくれるはずです。」と指導してきた。学生は不満
顔あるいは不安顔で会社に連絡して了解をいただくことになる。会社からの了解をいただいても、同
期入社するはずの他大学の学生は研修を受けていると言うことで、「入社時点で実力に差がついてし
まうのではないか」と心配しながら卒業していく。ところが、最近その様な卒業生の会社（一人は前
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述の例でも紹介させていただきました。）から、「彼等が非常に優秀なので感謝しています」と言った
主旨の連絡やお話をいただいくようになった。また、「最近は多くの大学では、学生の内定が決まる
と『もう責任は果たしました』とでも言わんばかりに、教育を企業に任せきりにする風潮があり、し
かたなく、企業が入社前研修を行っているのです。桐蔭横浜大学スタント研究室のように、そこまで
信念を持って学生さんを育てて下されば、会社としてもこれほどありがたいことはありません」。お
まけに、「学会発表や特許などの貴重な経験は会社で行っている研修以上のものを得ることができる
と思うので大歓迎です」といった反応を多くの企業の方々からいただいている。さらに、彼等が入社
後、非常に喜ばしい評価が彼等の会社から届くようになった。同期入社の他大学からの新入社員と比
較しても比べものにならないほど頑張っており、自分から問題点を発掘したり率先して責任を持って
仕事をする態度から、他のどんな大学からの新入社員よりはるかに大きな評価を得ているそうだ。さ
らに、他部門の部長さんから「うちの部で一緒に仕事をしないか」と引き抜きの誘いも受けているそ
うだ。「このような学生さんなら何人でも採用させていただきたい」との嬉しいお話もいただくよう
になった。このように当研究室の指導方法は企業各社からも多くの評価をいただいている。
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